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要旨 
 
本稿は、1955 年から 57 年にかけて交渉が行われ、58 年 1 月 1 日に成立した欧州原子力
共同体（以下、ユーラトム）がどのように成立し、そして機能していったのかを、ユーラト

















This paper examines the historical process by which European Atomic Community (EURATOM) was 
established and gained its institutional functions. Special attention is paid to how EURATOM was 
placed in the Nuclear World Order which was being established gradually from 1950s to 1960s. 
EURATOM is the predecessor of one of the organizations which consists today’s EU still plays certain 
roles today. However, whereas the EEC, established simultaneously as EURATOM, succeed in 
providing the foundations of today’s EU, this atomic Community rapidly lost its raison d’être and is 
today almost forgotten. What was EURATOM? This paper scrutinize establishment of EURATOM, 
based on unpublished multi-archival materials, putting it in the context of global nuclear order in 
broader sense which include regime of peaceful use of nuclear energy and military alliance such as 
NATO whose strategy depended on nuclear weapons, rather than of European integration. EURATOM 
turns out to be a kind of an air-pocket whilst Europe pursued cooperation and independence 
simultaneously with the United States. 
1 
 


























本稿は、1955 年から 57 年にかけて交渉が行われ、58 年 1 月 1 日に成立した欧州原子力
共同体（以下、ユーラトム）がどのように成立し、そして機能していったのかを、ユーラト













                                                   








































































を設ける EDC条約第 107条の附則 IIには、核兵器に対する規定が設けられている。ここで
























要素だったのである。最終的に 68年 7月に署名が開放され、70年 3月に発効した核不拡散
条約（NPT）で完成するその措置の最初の試みが、これから見るように、ユーラトムだった
6。EDCで失敗に帰したヨーロッパレベルでの核燃料利用規定は、民生のみならず軍事にお
                                                   
5 Traité instituant la Communauté européenne de défense (Paris, 27 mai 1952), Annexe II à l’article 107, I. Arme 
atomique, c) « Toute quantité de combustible nucléaire produite au cours d'une année quelconque en quantité 
supérieure à 500 grammes sera considérée comme substance spécialement conçue ou d'utilité essentielle pour 
des armes atomiques. » 
http://www.cvce.eu/obj/traite_instituant_la_communaute_europeenne_de_defense_paris_27_mai_1952-fr-













































設置が合意された。そしてこの専門家部会が 55 年 5 月から 56 年の初旬まで協議を行い、
10 月には報告書草案が作成された。この専門家部会の報告書を参考にして、スパーク報告
書が 56年 4月に各国に提出された。このスパーク報告書は、57年に調印されるローマ条約





















































                                                   
























トワーヌ・ピネーは、原子力の統合に対して積極的であり、1956 年 1 月からフォールの後
を継いだギィ・モレもまた、ユーラトムの平和構想に肯定的だった。モレは、平和利用が厳
守されているかどうかを監査する権限がユーラトムに与えられるべきであり、ユーラトム





















                                                   
9 Aide-mémoire sur le développement de l'énergie atomique à des fins exclusivement pacifiques (23 janvier 
1956). CVCE [Archives Jean Monnet. Fonds AMK. 43/5/19] 
10 ACM. CM3, NEGO/187. 
11 Lettre de M. P.-H. Spaak à MM les Ministres des Affaires étrangères des Six, « Utilisation militaire de 





















10 月まで拒否をし続けた（DDF, 1956-II, doc. 185）。この独仏対立が最終的に解決されるの














































核分裂性物質」（ユーラトム条約 52 条 2－b）にのみ及び、さらに調達に当たっては加盟各



























                                                   
12 « Proposition des experts français et allemands acceptées par les Chefs de Gouvernement en ce qui 
concerne le système d’approvisionnement d’Euratom », 6 novembre 1956. MAE, DECE, 811.  
13 Lettre de Mollet au Chancelier Adenauer, 13 novembre 1956. MAE, Pactes, 255. 
14 Comité intergouvernemental créé par la Conférence de Messine, Bruxelles, le 30 septembre 1955, 




























は、56年 2月に国務省の路線に AEC が譲歩する形で終息することとなった。すなわち、ア
メリカはユーラトムへの協力を政策の基本ラインとし、当該問題における主要目標として、
独仏対立の回避と西独の西欧への埋め込みを重視することとなったのである（Ibid）。 
アイゼンハワー政権は、56 年 2 月に原子力の平和利用を世界大で推進するために、総計
で 20 トン、ユーラトムに対しては 5 トンのウラン 235 を販売することを発表した（FRUS, 
1955-57, Vol.20: 320）。さらに、ユーラトム支援が政府方針となったことで改めて AEC がユ
ーラトムへの核燃料支援策を再検討したところ、この 5 トンのウラン 235 ではユーラトム
が必要としている核燃料の総量には不十分であるので、その後も追加的な支援が必要であ





                                                   
15 « Rapport du groupe de travail chargé de l’étude des problèmes relatifs à la construction d’une usine de 
séparation isotopique de l’uranium », Bruxelles, le 14 janvier 1956. ACM. CM3/NEGO, 177. 
16 Rapport Spaak, Chapitre 2, section 2 : Les installations communes.  
17 Memorandum for the President, « European Integration and Atomic Energy », January 9, 1956. Princeton 
University Library, Dulles-Herter Series, in EUI, JMAS, 33. [FRUS, 1955-57, Vol.4 : doc.147] 
18 Télégramme au Départ, « Conférence de Bruxelles », Paris, le 8 janvier 1956. MAE, Pactes, 255. 57年 1
月 4・5日の会議で、アメリカが一層安価で、しかしアメリカの管理下に置かれるウランの提供によって同
位体分離施設の政策に五カ国は参加しなくなったと報告する電報の欄外には 、「Ce politique US avait 








トム条約の発効よりも早い 57年 7月 1日に同位体分離施設の建設を開始することを五カ国






































                                                   
19 Note, « Construction d’une usine européenne de séparation isotopique », Paris, le 13 décembre 1956. 
ACM. CM3/NEGO, 178. 
20 Télégramme au Départ, « Conférence de Bruxelles », Paris, le 8 janvier 1956. MAE, Pactes, 255. 
21 この時同時に、第二次原子力五か年計画が提示され、このフランスの濃縮施設のための初年度経費
が 250億フラン計上された（ゴールドシュミット、1980:196）。 
 交渉当初 交渉結果 





ウラン濃縮工場 共同での開発 計画の放棄 








































 57 年 2 月 4 日、長官のダレスを始めとして、国務省の対欧州および対原子力問題担当の
高官達と面会した三賢人に対して、ダレスはユーラトムの計画を、政治的なヨーロッパ統合




はなく原子爆弾の開発に用いようとしていたのは、周知のこととなっていた。Interview de Pierre 
Guillaumat, le constructeur de la bombe française, 1986. 
http://sniadecki.wordpress.com/2013/09/24/guillaumat-nucleaire/ 
23 EUI, MK, 9. 












 政治的かつ技術的なアメリカの確固たる支援を確認した三賢人は、57 年 5 月、すなわち
ローマ条約調印から二か月後に報告書を提出した。『ユーラトムの目的』と題するこの報告























を提案し、その準備協議のための米欧合同作業部会（Joint United States Euratom Working Party）
が設置されることとなった30。ヨーロッパ側は、保障措置および査察をユーラトムが主体と
                                                   
25 « Short Note on the Meeting Between the Wise Men and the Secretary of  State », Strictly Confidential, 4 
February, 1957. EUI, JMDS, 119; FRUS, 1955-57, Vol. 4: 512-5. 
26 Note on the conversation on February 4, 1957 with Mr. Jerry Smith and Mr. Elbrick. EUI, JMDS, 119. 
27 United States Atomic Energy Commission, March 29, 1957, “Supplementary suggestions on Assistance 
that could be offered by Euratom”. EUI, JMDS, 119. 
28 Un objectif  pour Euratom, pp. 23-29. 
29 « Euratom : First Phase », s.d. EUI, JMDS, 120 ; Projet de lettre au Conseil de Ministre, Luxembourg, le 27 
mars 1958, EUR/C/1003/58 e/es. EUI, MK, 15. なお、これらの文書では保障措置（Safeguard）と
































タムとアメリカ駐 EEC 大使のウォルトン・バターワースが 6月 12日に秘密裏に会談し、ア
メリカ側がユーラトムへの査察権の付与を認める形で決着させることとなった（Mallard, 
2009: 156）。そして、アメリカ外交を混乱させた責任を取る形で、ストローズはその一週間
後に AEC 議長を辞任し、同月 23 日には米欧協定法案は米国議会に提案された。同法案が







                                                   
EURATOM/USA presenté au Conseil de Ministre, le 15 avril 1958 », Bruxelles, le 14 avril 1958. EUI, MK, 
15. 
31 Joint United States Euratom Working Party, Luxembourg, April 4, 1958. “Note on Control”. EUI, JMDS, 
120. 
32 Ibid. 
33 Letter from Max Kohnstamm to Admiral Lewis Strauss, Washington, May 7, 1958. EUI, JMDS, 120. こ
の書簡でコーンスタムは、保障措置をめぐる交渉において、アメリカ側の反対を和らげてほし
いと暗にストローズに対して求めている。 
34 New York Times, June 8, 1958. Page 1 and 31. 
35 Ibid. 
36 Ibid. 
37 New York Times, June 9, 1958.  











































                                                   
39 アメリカからユーラトム諸国への米国型原子炉の導入がどのように進んだのかについては、
さらに詳しい調査が必要だが、アメリカが当初期待したような導入は進まず、さらに米欧間の
交渉は継続した。EUI, JG 224. 
40 « Activité future de l’Euratom », R/2112 f/68 (PV/CONS/R 11). Procès-Verbal de la 53ème session du 
Conseil tenue à Bruxelles, le 28 jeudi novembre 1968. ACM. CM2 1968, 51. 
41 Secret, Colomb-Béchar, le 17 janvier 1957. Protocole entre le Ministre de la Défense nationale et des 
forces armées de la République française et le Ministre de la Défense de la République fédérale allemande. 











る言及はなかった45。つまり、合意された 57 年 1 月の文面は第一草案より踏み込んだもの
になっており、その射程に核兵器を含めていたことは想像に難くない（Soutou, 1994: 132）。
この 57 年 1 月というのはまだローマ条約の調印前であるが、ユーラトム交渉で断念され、
かつあれほど独仏間の対立要因となった原子力の軍事利用目的について、独仏は二国間協
定の形で推進することがここで秘密裏に合意されていたのである46。 
 さらにこの協定を元として、同年 11 月にはイタリアを含めた三国での広範な軍備協力協
定が結ばれた（DDF, 1957-II, doc. 380）。この協定はしばしば FIG（French-Italy-German）と
呼ばれるのだが、コロン・ベシャール協定を FIG に発展させたとき、これらの協定は実質的
な政府間協定といえるものとなった（Soutou, 1994: 147）。この三カ国による秘密協定では、
明確に「核エネルギーの軍事利用」に取り組むことが定められた（DDF, 1957-II, doc. 380）。
FIG 構想はさらに、具体的な計画の実現に取り組むようになる。同位体分離施設、すなわち

















                                                   
42 Suggestions d’Accords particuliers à soumettre au Comité militaire. Ibid. 
43 ただし、11月のこの第一草案は残されていない。 
44 C-VR(56)75, Verbatim Record of  the Seventy Fifth Meeting of  the Council held on Friday, 14th December, 
1956 at the Palais de Chaillot, p.10. Online NATO Archives.  
45 « Coopération franco-allemande dans le domaine des conceptions militaires et des armements. Protocole 
signé à Colomb-Béchar le 17 janvier 1957 », 26 février 1957. AN, 580 AP, 13. 




少なくとも 56年の時点で核兵器が明示的に除外されていたかも不明である。 Mémorandum 














 しかし、ブールジェ＝モーヌーリが首相に就任するために国防相を辞任した 57年 5月以
降、コロン・ベシャール協定から反米的な要素は抜け、この構想はむしろ大西洋同盟の改革
と強化を同時に志向する方向に転換していった（DDF, 1957-II: 718）。それは、この時期 NATO
理事会で話し合われていたアメリカが供与する戦術核を同盟国に配備（備蓄）する問題と関




二国間交渉を行っていた。そもそも FIG 協定が結ばれたとき、FIG にはイギリスをはじめと
する NATO同盟国が後から加盟することが合意されていた51。さらに、この 57年 12月の北
大西洋理事会の席上でフランスのガイヤール首相は、FIG 構想の存在を同盟国に宣言した




った（DDF, 1957-II, 718）。 
しかし他方で、FIG が持つ核エネルギー提携上の野心は、もう一方で注目すべきものがあ
った。のちにより一層ヨーロッパ核戦力を求めることとなるシュトラウスの回想によると、
FIG 協定締結時において仏国防相シャバン＝デルマスが、パリ条約時の西独の ABC 兵器自
制の抜け道として FIG が使えることを示唆してきたという（Strauß, 1998: 348）。このシュト
ラウスの回想は興味深く、57年 11月の独仏伊協定の際に、三カ国が「核エネルギーの軍事
利用」について合意したこの文面は、実はもともとは「核弾頭（Atomsprengkörpern）」だっ
                                                   
47 Lettre du Ministre des Affaires Etrangères à M. le Ministre de la Défense nationale et des Forces armées. 
« Coopération franco-allemande dans le domaine des conceptions militaires et des armements. Protocole 





たことを明記している。Service des Pactes, Note, « Accord tripartite franco-germano-italien sur la production 
d’arme nouvelles », Paris, le 17 janvier 1958. AN, 580 AP, 16. 
49 Interview de Pierre Guillaumat. 
50 ただしその魅力とは、抑止力としてのそれよりも、欧州に配備されるこのアメリカの核弾頭
に関する機密情報へのアクセスにあった。Direction Politique, Service des Pactes, Note, « Négociation 
à entreprendre avec les États-Unis au sujet des armes modernes », 6 janvier 1958. AN, 580 AP, 16. 
51 Ministre de la Défense National et des Forces armées, Cabinet du Ministre, « Point sur l’accord tripartite 














の FIG 構想は、政権復帰から間もない 58 年 6 月 17 日の国防会議において、その破棄が決
定された。ド・ゴールが FIG の代わりに選択したのは、フランスの一国による核戦略、いわ







協議の中で正式に否定された（川嶋、2007: 第四章）。とはいえ、確かにフランスは FdF を
選んだ一方で、63 年のエリゼ条約成立までは、この問題はさらに錯綜を極める。ド・ゴー






















                                                   
52 シュトラウスのこの回顧は 58年 4 月の独仏伊会談の頃の話になっているが、内容としては
57 年 11月と思われる（Strauß, 1998: 348）。 
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*: GG: gas-graphite reactor;  
PWR: pressurised water reactor; 加圧水型原子炉 
BWR: boiling water reactor; 沸騰水型原子炉 
HTR: high temperature reactor;  
HWR: heavy water reactor;  
SSCR: superconductor shielded core reactor. 
 
 
◆②：1958年 6月の米欧協定 保障措置に関する規定（一部）55 
 
11. SAFEGUARDS AND CONTROLS 
Both Euratom and the United States recognize the extreme importance of assuring that all activities 
under the joint program shall be directed solely toward the peaceful uses of atomic energy. 
In accord with this objective : 
 
A. Euratom guarantees that :  
I. No material, including equipment and devices, transferred pursuant to the Agreement for 
Cooperation between the United States and the Community to the Community or to authorized persons 
within the Community will be used for atomic weapons, or for research on or development of atomic 
weapons, or for any other military purpose ; 
2. No such material will be transferred to unauthorized persons or beyond the control of the 
Community, except as the United States might agree to such a transfer and then only if the transfer of 
the material is within the scope of an Agreement for Cooperation between the Government of the 
                                                   
54 Dixième Rapport général sur l'activité de la Communauté (mars 1966-février 1967), Luxembourg: Service des 
Publications Officielles des Communautés européennes, avril 1967, p.119. 
http://www.cvce.eu/obj/specifications_of_reactors_in_service_1967-en-d435d48a-c1fc-4065-b8cc-
efa92692e1d1.html  
55 Euratom Commission, Agreement for Cooperation between the Euratom and the Government of  the United States of  
America and Related Documents, 8 NOVEMBER 1958. http://aei.pitt.edu/39851/1/A4216.pdf 
Reactors and location  Country Type* Criticality** On line from** Power in 
MWe 
G1 Marcoule  F GG 07.01.1956 09.1956 3 
G2 Marcoule    F GG 21.06.1958 22.04.1959 40 
G3 Marcoule    F GG 11.06.1959 04.04.1960 40 
VAK/Kahl  D BWR 13.11.1960 06.1961 15 
Chinon 1 (EDF 1)  F GG 19.06.1962 14.06.1963 70 
ENEL/Latina   I GG 27.12.1962 12.05.1963 200 
ENEL/Garigliano    I BWR 05.06.1963 23.01.1964 150 
ENEL/Trino Vercellese    I PWR 21.01.1964 15.11.1964 257 
Chinon 2 (EDF 2)  F GG 18.08.1964 24.02.1965 200 
Chinon 3 (EDF 3)  F GG 01.03.1966 04.08.1966 480 
KRB/Grundremmingen    D BWR 14.08.1966 12.11.1966 237 
AVR/Jülich   D HTR 26.08.1966 -------------- 15 
MZFR/Karlsruhe    D HWR 29.09.1965 08.1966 50 
SENA/ Chooz  B - F PWR 19.10.1966 1967 266 
BR 3/ MOL   B SSCR ------------ 06.12.1966 10 






United States of America and another nation or group of nations ; 
3· No source or special nuclear material utilized in, recovered from, or produced as a result of the use 
of materials, equipment, or devices transferred pursuant to the Agreement for Cooperation between 
the United States and the Community to the Community or authorized persons within the Community 
will be used for atomic weapons, or for research on or development of atomic weapons, or for any 
other military purpose; 
4· The Community will establish and maintain a mutually satisfactory system of safeguards and 
controls, to be applied to materials, equipment, and devices subject to the guarantees set forth in 
paragraphs through 3 above. 
B. Euratom undertakes the responsibility for establishing and implementing a safeguards and control 
system designed to give maximum assurance that any material, equipment, or devices made available 
pursuant to the Agreement between the United States and Euratom, and any source or special nuclear 
material derived from the use of such material, equipment or devices, shall be utilized solely for 
peaceful purposes. In establishing and implementing its safeguards and control system the Community 
is prepared to consult with and exchange experience with the International Atomic Energy Agency 
with the objective of establishing a system reasonably compatible with that of the International Atomic 
Energy Agency. The United States and Euratom will formulate and agree upon the principles which 
will govern the establishment and operation by Euratom of a mutually satisfactory safeguards and 
control system under the Agreement between the United States and Euratom. These principles are set 
forth in Attachment " B " and will be included in the text of the Agreement. 
C. As has been requested by Euratom, the United States will provide assistance in establishing the 
Euratom safeguards and control system, and will provide continuing assistance in the operation of the 
system. 
以下項目D、E、F省略 
 
 
